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ＩＲ 事業説明会
エネルギーインフラ事業

2016年5月30日

エネルギーインフラ統括部門長

牧 謙



将来情報についての注意事項
この資料に記載されております売上高及び利益等の計画のうち、過去または現在の事実に関するもの以外は、当社グ

ループの各事業に関する業界の動向についての見通しを含む経済状況、ならびに為替レートの変動その他の業績に影響
を与える要因について、現時点で入手可能な情報をもとにした当社グループの仮定及び判断に基づく見通しを前提として
おります。

これら将来予想に関する記述は、既知または未知のリスク及び不確実性が内在しており、例として以下のものが挙げら
れますが、これらに限られるものではありません。

・米国、欧州、日本その他のアジア諸国の経済情勢、特に個人消費及び企業による設備投資の動向
・米ドル、ユーロ、アジア諸国の各通貨の為替相場の変動
・急速な技術革新と当社グループの対応能力
・財務的、経営的、環境的な諸前提の変動
・諸外国による現在及び将来の貿易規制等
・当社グループが所有する有価証券等の時価の変動

従いまして、実際の売上高及び利益等と、この資料に記載されております計画とは大きく異なる場合があることをご承知
おき下さい。なお、当社グループは、この資料の本リリース後においても、将来予想に関する記述を更新して公表する義務
を負うものではありません。

著作権等について
この資料のいかなる部分についてもその著作権その他一切の権利は、古河電気工業株式会社に帰属しており、あらゆる

方法を問わず、無断で複製または転用することを禁止します。



エネルギーインフラ統括部門

2All Rights Reserved, Copyright© FURUKAWA ELECTRIC CO., LTD. 2016

エネルギーインフラ統括部門

電力事業部門

産業電線・機器事業部門

関連性の強い電力事業部門と産業電線・機器事業部門
の連携強化と機能融合を目的とし、「エネルギーインフラ
統括部門」を発足。

⇒ 産業用電線及び電線付属品

⇒ 超高圧地中送電線及び海底線



エネルギーインフラ統括部門

事業 顧客 主要用途

電力
電力会社、IPP、
大プラント等

・発電所～変電所～大プラント間等の
地中送電線路

66kV以上地中・海底送
電線、部品および工事 ・洋上風力発電所や島嶼間連系※

産業電線・機器

一般工場・ビル所有者、
鉄道会社等

・一般建築物、設備の屋内配線

33kV以下電線ケーブル
・工場設備・機器の制御回路

・鉄道用（電車への電力供給）

33kV以下配電部品
架空送電部品

一般工場・ビル所有者、
鉄道会社、電力会社等

・配電盤、制御盤等の配線

・送配電線路向け電設資材

事業内容
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※離島への電力供給、あるいは離島の発電所からの電力供給等のための電力系統連系。



国内

•電力会社の設備新設と
経年設備の更新

•電力自由化に伴う発電
所建設による地中送電線
建設

•洋上風力発電所への海
底送電線建設

海外

•都市化の進展による地中
送電線建設

•島嶼間連系､海底油田へ
の海底送電線建設

•洋上風力発電所への海
底送電線建設
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市場環境（電力事業）

 国内・海外とも、中長期的に、電力ケーブル
（超高圧・地中送電線、海底線） の需要の
増加が見込まれる。

とうしょ



国内既存市場

•リーマンショック以前の
レベル程度に需要回復

•東京オリンピック、耐震
化投資、都心再開発に
より微増

国内成長市場

•電力自由化と発送電
分離（連系線増強、更
新需要）

•新エネ・鉄道向け需要
堅調

•電線のアルミ化推進
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市場環境（産業電線・機器事業）

 産業電線と電線付属品の国内需要は堅調。

⇒ 建設業界の人手不足が課題
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出展：日本風力発電協会 風力発電の導入拡大に向けて 2016年2月29日

6

市場環境（電力事業）の具体例：洋上風力発電案件



事業戦略①
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電力事業

 エンジニアリングと優位技術を融合さ
せた価値あるソリューションの提案
～市場環境の変化を見据えて～



事業戦略②
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産業電線・機器事業

高付加価値品へのシフトと
経営資源の最適配分



エネルギーインフラ統括部門

営業利益の増減要因 （15-16年度）
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△３億円
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中期ｾｸﾞﾒﾝﾄ開示元ﾃﾞｰﾀ

		

								単位：百万円（百万円未満　四捨五入） タンイヒャクマンエンヒャクマンエンミマンシシャゴニュウ

												売上高 ウリアゲダカ																												実績 ジッセキ		中期 チュウキ

												2015年度 ネンド						2016年度 ネンド														2018年度 ネンド								16予想
対15実績 ヨソウタイジッセキ		18中期
対16予想 チュウキタイヨソウ

												通期実績 ツウキジッセキ		上期予算 カミキヨサン		下期予算 シモキ		通期予算 ツウキヨサン		上期補正 カミキホセイ		下期補正 シモキホセイ		通期補正 ツウキホセイ		上期公表 カミキコウヒョウ		下期公表 シモキコウヒョウ		通期公表
（ラウンド後） ツウキコウヒョウゴ		中期
（ラウンド後） チュウキゴ		部門提出 ブモンテイシュツ		補正 ホセイ				通期 ツウキ		通期 ツウキ

												A						B						C						D=B+C		E=a+b		a		b				D-A		E-D

								100AS		FEC-電力		3,990		4,532		2,772		7,304		(43)		7,957		7,914		4,489		10,729		15,218				21,874						11,228		(15,218)

								64900		蘇州電力光		4,297		2,409		2,409		4,818		(308)		(308)		(616)		2,101		2,101		4,203				4,616						(95)		(4,203)

								65900		瀋陽古河		10,359		5,171		5,831		11,002		(625)		(709)		(1,334)		4,546		5,122		9,668				13,690						(692)		(9,668)

								電力				18,647		12,112		11,012		23,124		(976)		6,940		5,964		11,136		17,952		29,088		0		40,179		0				10,441		(29,088)

								100BA		FEC-産業電線・機器		4,982		1,903		1,903		3,806		(23)		(23)		(45)		1,880		1,880		3,761				3,788						(1,222)		(3,761)

								24000		古河電工パワーシステムズ		19,182		9,093		9,807		18,900		(2)		(2)		(3)		9,091		9,805		18,897				20,072						(285)		(18,897)

								17000		エレコム																														0		0

								19000		KANZACC (旧 協和電線）		3,453		1,676		1,726		3,403		(23)		(25)		(48)		1,653		1,702		3,355				3,545						(98)		(3,355)

								60400		古河電工産業電線		30,506		15,859		16,829		32,688		(37)		(40)		(77)		15,822		16,789		32,611				35,999						2,105		(32,611)

								産業電線・機器				58,123		28,531		30,265		58,796		(84)		(89)		(174)		28,447		30,176		58,623		0		63,404		0				500		(58,623)

						自所管計 ジショカンケイ						76,770		40,644		41,277		81,920		(1,061)		6,851		5,790		39,583		48,128		87,711		0		103,583		0				10,941		(87,711)

								10000		古河電気工業（本部費配賦） ホンブヒハイフ		267		32		32		64								32		32		64				64						(204)		(64)

								14000		古河産業㈱		28,185		15,524		15,477		31,001								15,524		15,477		31,001				39,501						2,816		(31,001)

								17000		エレコム		31,993		15,895		17,568		33,464		(345)		(381)		(726)		15,550		17,187		32,737				33,644						745		(32,737)

								23000		理研電線		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0						0		0

								53000		ＦＥＳ		192		468		427		895		(24)		(22)		(45)		444		406		850				929						658		(850)

								58D00		ＦＥＥＬ		121		119		114		233		(17)		(16)		(33)		102		98		201				340						80		(201)

								62B00		古河電工上海		273		126		126		252		(13)		(13)		(27)		112		112		225				275						(48)		(225)

								53300		古河電工香港		330		279		279		557		(23)		(23)		(47)		255		255		510				625						180		(510)

						配賦・複数セグメント計 ハイフフクスウケイ						61,361		32,443		34,023		66,466		(422)		(456)		(878)		32,021		33,567		65,588		0		75,378		0				4,227		(65,588)

				制度連結単純合計 セイドレンケツタンジュンゴウケイ								138,131		73,087		75,300		148,387		(1,483)		6,395		4,912		71,604		81,695		153,299		0		178,961		0				15,168		(153,299)

				セグメント内消去計								(44,073)		(23,271)		(23,866)		(47,137)								(23,271)		(23,866)		(47,137)				(56,599)						(3,064)		47,137

				制度連結セグメント計 セイドレンケツケイ				エネルギーインフラ				94,058		49,816		51,434		101,250		(1,483)		6,395		4,912		48,333		57,829		106,162		0		122,362		0				12,104		(106,162)

								単位：億円（億円未満　四捨五入） タンイオクエンオクエンミマンシシャゴニュウ				941						1,012						49						1,050		1,100		1,224		-124				109		50

								単位：百万円（百万円未満　四捨五入） タンイヒャクマンエンヒャクマンエンミマンシシャゴニュウ

												営業利益 エイギョウリエキ																												実績 ジッセキ		中期 チュウキ

												2015年度 ネンド						2016年度 ネンド														2018年度 ネンド								16予想
対15実績 ヨソウタイジッセキ		18中期
対16予想 チュウキタイヨソウ

												通期実績 ツウキジッセキ		上期予算 カミキヨサン		下期予算 シモキ		通期予算 ツウキヨサン		上期補正 カミキホセイ		下期補正 シモキホセイ		通期補正 ツウキホセイ		上期公表 カミキコウヒョウ		下期公表 シモキコウヒョウ		通期公表
（ラウンド後） ツウキコウヒョウゴ		中期
（ラウンド後） チュウキゴ		部門提出 ブモンテイシュツ		補正 ホセイ				通期 ツウキ		通期 ツウキ

												A						B						C						D=B+C		E=a+b		a		b				D-A		E-D

								100AS		FEC-電力		(891)		(558)		(441)		(999)		(50)		(290)		(339)		(607)		(730)		(1,338)				758						(446)		1,338

								64900		蘇州電力光		726		331		331		662		(43)		(43)		(85)		288		288		577				379						(149)		(577)

								65900		瀋陽古河		(741)		(197)		79		(119)		25		(10)		15		(172)		69		(103)				312						637		103

								電力				(906)		(424)		(31)		(455)		(67)		(342)		(409)		(491)		(374)		(864)		0		1,449		0				42		864

								100BA		FEC-産業電線・機器		(230)		(184)		(184)		(369)		0		0		0		(184)		(184)		(369)				(328)						(139)		369

								24000		古河電工パワーシステムズ		924		289		562		851		26		26		51		314		588		902				1,093						(22)		(902)

								17000		エレコム										0		0		0		0		0		0										0		0

								19000		KANZACC (旧 協和電線）		44		8		23		30		0		0		0		8		23		30				68						(14)		(30)

								60400		古河電工産業電線		128		95		139		234		0		0		0		95		139		234				646						106		(234)

								産業電線・機器				866		207		539		747		26		26		51		233		565		798		0		1,479		0				(69)		(798)

						自所管計 ジショカンケイ						(40)		(216)		508		291		(41)		(317)		(358)		(258)		191		(66)		0		2,928		0				(27)		66

								10000		古河電気工業（本部費配賦） ホンブヒハイフ		(432)		(307)		(293)		(599)								(307)		(293)		(599)				(528)						(167)		599

								14000		古河産業㈱		175		139		92		231		0		0		0		139		92		231				408						57		(231)

								17000		エレコム		12		18		53		71		0		0		0		18		53		71				81						59		(71)

								23000		理研電線		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0						0		0

								53000		ＦＥＳ		3		7		6		13		(0)		(0)		(0)		7		6		13				26						10		(13)

								58D00		ＦＥＥＬ		(11)		(5)		0		(5)		(0)		0		(0)		(6)		0		(5)				(130)						5		5

								62B00		古河電工上海		(21)		(7)		(7)		(13)		(0)		(0)		(0)		(7)		(7)		(13)				(13)						8		13

								53300		古河電工香港		(0)		0		0		0		(0)		(0)		(0)		0		0		0				1						1		(0)

						配賦・複数セグメント計 ハイフフクスウケイ						(275)		(154)		(148)		(302)		(0)		(0)		(0)		(154)		(148)		(302)		0		(155)		0				(27)		302

				制度連結単純合計 セイドレンケツタンジュンゴウケイ								(315)		(370)		360		(10)		(41)		(317)		(358)		(412)		43		(369)		0		2,773		0				(54)		369

				セグメント内消去計								49		6		7		13								6		7		13										(37)		(13)

				制度連結セグメント計 セイドレンケツケイ				エネルギーインフラ				(266)		(364)		366		2		(41)		(317)		(358)		(405)		50		(356)		0		2,773		0				(90)		356

								単位：億円（億円未満　四捨五入） タンイオクエンオクエンミマンシシャゴニュウ				-3						0						-6						-6		6		28		-22				(3)		12





売上高・営業利益

		

				単位：億円（億円未満　四捨五入） タンイオクエンオクエンミマンシシャゴニュウ

						2015年度 ネンド		2016年度
予想 ネンドヨソウ				2018年度
目標 ネンドモクヒョウ

				売上高 ウリアゲダカ		941		1,050				1,100

				営業利益 エイギョウリエキ		△ 3		△ 6				6

				営業利益率 エイギョウリエキリツ		-0.3%		-0.6%				0.5%

										(単位：億円) タンイオクエン

						15年度 ネンド		16年度 ネンド

										前年比 ゼンネンヒ

				売上高 ウリアゲダカ		941		1,050		112%

				営業利益 エイギョウリエキ		△ 3		△ 6		200%

				営業利益率 エイギョウリエキリツ		-0.3%		-0.6%		-0.3%





売上高・営業利益

		





ＷＦ(15-16)

		



億円



ＷＦ(15-16) (2)

														negative								positive

		要素 ヨウソ		増減 ゾウゲン		起点 キテン		終点 シュウテン		padding blue		padding red		nega		nega-0		0-posi		posi		nega		nega-0		0-posi		posi

						0		0

		FY15		△ 3		0		△ 3		0		0		0		△ 3		0		0		0		0		0		0

		為替等 カワセナド		△ 2		△ 3		△ 5		0		△ 3		△ 2		0		0		0		0		0		0		0

		再編に伴う
費用 サイヘントモナヒヨウ		△ 3		△ 5		△ 8		0		△ 5		△ 3		0		0		0		0		0		0		0

		高付加価値品
へのシフト コウフカカチヒン		＋ 1		△ 8		△ 7		△ 7		0		0		0		0		0		△ 1		0		0		0

		売上増 ウリアゲゾウ		＋ 1		△ 7		△ 6		△ 6		0		0		0		0		0		△ 1		0		0		0

		コスト削減 サクゲン				△ 6		△ 6		△ 6		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		FY16		△ 6		0		△ 6		0		0		0		△ 6		0		0		0		0		0		0

						△ 6		△ 6		△ 6		0		0		0		0		0		0		0		0		0

						△ 6		△ 6		△ 6		0		0		0		0		0		0		0		0		0

						△ 6		△ 6		△ 6		0		0		0		0		0		0		0		0		0

						△ 6		△ 6		△ 6		0		0		0		0		0		0		0		0		0

				0		△ 6		△ 6		△ 6		0		0		0		0		0		0		0		0		0



億円

うち、為替（IR広報部資料より）△1



ＷＦ(15-16) (2)

		



億円



ＷＦ(15-18)

														negative								positive

		要素 ヨウソ		増減 ゾウゲン		起点 キテン		終点 シュウテン		padding blue		padding red		nega		nega-0		0-posi		posi		nega		nega-0		0-posi		posi

						0		0

		FY15		△ 3		0		△ 3		0		0		0		△ 3		0		0		0		0		0		0

		為替等 カワセナド		△ 2		△ 3		△ 5		0		△ 3		△ 2		0		0		0		0		0		0		0

		再編に伴う
費用 サイヘントモナヒヨウ		△ 3		△ 5		△ 8		0		△ 5		△ 3		0		0		0		0		0		0		0

		高付加価値品
へのシフト コウフカカチヒン		＋ 1		△ 8		△ 7		△ 7		0		0		0		0		0		△ 1		0		0		0

		売上増 ウリアゲゾウ		＋ 1		△ 7		△ 6		△ 6		0		0		0		0		0		△ 1		0		0		0

		FY16		△ 6		0		△ 6		0		0		0		△ 6		0		0		0		0		0		0

						△ 6		△ 6		△ 6		0		0		0		0		0		0		0		0		0

						△ 6		△ 6		△ 6		0		0		0		0		0		0		0		0		0

						△ 6		△ 6		△ 6		0		0		0		0		0		0		0		0		0

						△ 6		△ 6		△ 6		0		0		0		0		0		0		0		0		0

						△ 6		△ 6		△ 6		0		0		0		0		0		0		0		0		0

				0		△ 6		△ 6		△ 6		0		0		0		0		0		0		0		0		0



うち、為替（IR広報部資料より）△1



ＷＦ(15-18)

		



億円



														negative								positive

		要素 ヨウソ		増減 ゾウゲン		起点 キテン		終点 シュウテン		padding blue		padding red		nega		nega-0		0-posi		posi		nega		nega-0		0-posi		posi

						0		0

		FY15		△ 3		0		△ 3		0		0		0		△ 3		0		0		0		0		0		0

		為替等 カワセナド		△ 2		△ 3		△ 5		0		△ 3		△ 2		0		0		0		0		0		0		0

		再編に伴う
費用 サイヘントモナヒヨウ		△ 8		△ 5		△ 13		0		△ 5		△ 8		0		0		0		0		0		0		0

		高付加価値品
へのシフト コウフカカチヒン		＋ 11		△ 13		△ 2		△ 2		0		0		0		0		0		△ 11		0		0		0

		売上増 ウリアゲゾウ		＋ 4		△ 2		＋ 2		0		0		0		0		0		0		0		△ 2		＋ 2		0

		コスト削減 サクゲン		＋ 4		＋ 2		＋ 6		＋ 2		0		0		0		0		0		0		0		0		＋ 4

		FY18		＋ 6		0		＋ 6		0		0		0		0		0		0		0		0		0		＋ 6

						＋ 6		＋ 6		＋ 6		0		0		0		0		0		0		0		0		0

						＋ 6		＋ 6		＋ 6		0		0		0		0		0		0		0		0		0

						＋ 6		＋ 6		＋ 6		0		0		0		0		0		0		0		0		0

						＋ 6		＋ 6		＋ 6		0		0		0		0		0		0		0		0		0

				0		＋ 6		＋ 6		＋ 6		0		0		0		0		0		0		0		0		0



高付加価値へのシフト
<電力>220kV以上地中線、海底線（直流）
<産電>電線：ﾈｯﾄﾜｰｸｼﾗﾝ、部品：高機能品

・売上増（国内需要増：宇久島、海外：ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙNDC-193 400kV(既受注)）

・Ｖ統合による固定費減

うち、為替（IR広報部資料より）△1



		



億円
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＋９億円
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中期ｾｸﾞﾒﾝﾄ開示元ﾃﾞｰﾀ

		

								単位：百万円（百万円未満　四捨五入） タンイヒャクマンエンヒャクマンエンミマンシシャゴニュウ

												売上高 ウリアゲダカ																												実績 ジッセキ		中期 チュウキ

												2015年度 ネンド						2016年度 ネンド														2018年度 ネンド								16予想
対15実績 ヨソウタイジッセキ		18中期
対16予想 チュウキタイヨソウ

												通期実績 ツウキジッセキ		上期予算 カミキヨサン		下期予算 シモキ		通期予算 ツウキヨサン		上期補正 カミキホセイ		下期補正 シモキホセイ		通期補正 ツウキホセイ		上期公表 カミキコウヒョウ		下期公表 シモキコウヒョウ		通期公表
（ラウンド後） ツウキコウヒョウゴ		中期
（ラウンド後） チュウキゴ		部門提出 ブモンテイシュツ		補正 ホセイ				通期 ツウキ		通期 ツウキ

												A						B						C						D=B+C		E=a+b		a		b				D-A		E-D

								100AS		FEC-電力		3,990		4,532		2,772		7,304		(43)		7,957		7,914		4,489		10,729		15,218				21,874						11,228		(15,218)

								64900		蘇州電力光		4,297		2,409		2,409		4,818		(308)		(308)		(616)		2,101		2,101		4,203				4,616						(95)		(4,203)

								65900		瀋陽古河		10,359		5,171		5,831		11,002		(625)		(709)		(1,334)		4,546		5,122		9,668				13,690						(692)		(9,668)

								電力				18,647		12,112		11,012		23,124		(976)		6,940		5,964		11,136		17,952		29,088		0		40,179		0				10,441		(29,088)

								100BA		FEC-産業電線・機器		4,982		1,903		1,903		3,806		(23)		(23)		(45)		1,880		1,880		3,761				3,788						(1,222)		(3,761)

								24000		古河電工パワーシステムズ		19,182		9,093		9,807		18,900		(2)		(2)		(3)		9,091		9,805		18,897				20,072						(285)		(18,897)

								17000		エレコム																														0		0

								19000		KANZACC (旧 協和電線）		3,453		1,676		1,726		3,403		(23)		(25)		(48)		1,653		1,702		3,355				3,545						(98)		(3,355)

								60400		古河電工産業電線		30,506		15,859		16,829		32,688		(37)		(40)		(77)		15,822		16,789		32,611				35,999						2,105		(32,611)

								産業電線・機器				58,123		28,531		30,265		58,796		(84)		(89)		(174)		28,447		30,176		58,623		0		63,404		0				500		(58,623)

						自所管計 ジショカンケイ						76,770		40,644		41,277		81,920		(1,061)		6,851		5,790		39,583		48,128		87,711		0		103,583		0				10,941		(87,711)

								10000		古河電気工業（本部費配賦） ホンブヒハイフ		267		32		32		64								32		32		64				64						(204)		(64)

								14000		古河産業㈱		28,185		15,524		15,477		31,001								15,524		15,477		31,001				39,501						2,816		(31,001)

								17000		エレコム		31,993		15,895		17,568		33,464		(345)		(381)		(726)		15,550		17,187		32,737				33,644						745		(32,737)

								23000		理研電線		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0						0		0

								53000		ＦＥＳ		192		468		427		895		(24)		(22)		(45)		444		406		850				929						658		(850)

								58D00		ＦＥＥＬ		121		119		114		233		(17)		(16)		(33)		102		98		201				340						80		(201)

								62B00		古河電工上海		273		126		126		252		(13)		(13)		(27)		112		112		225				275						(48)		(225)

								53300		古河電工香港		330		279		279		557		(23)		(23)		(47)		255		255		510				625						180		(510)

						配賦・複数セグメント計 ハイフフクスウケイ						61,361		32,443		34,023		66,466		(422)		(456)		(878)		32,021		33,567		65,588		0		75,378		0				4,227		(65,588)

				制度連結単純合計 セイドレンケツタンジュンゴウケイ								138,131		73,087		75,300		148,387		(1,483)		6,395		4,912		71,604		81,695		153,299		0		178,961		0				15,168		(153,299)

				セグメント内消去計								(44,073)		(23,271)		(23,866)		(47,137)								(23,271)		(23,866)		(47,137)				(56,599)						(3,064)		47,137

				制度連結セグメント計 セイドレンケツケイ				エネルギーインフラ				94,058		49,816		51,434		101,250		(1,483)		6,395		4,912		48,333		57,829		106,162		0		122,362		0				12,104		(106,162)

								単位：億円（億円未満　四捨五入） タンイオクエンオクエンミマンシシャゴニュウ				941						1,012						49						1,050		1,100		1,224		-124				109		50

								単位：百万円（百万円未満　四捨五入） タンイヒャクマンエンヒャクマンエンミマンシシャゴニュウ

												営業利益 エイギョウリエキ																												実績 ジッセキ		中期 チュウキ

												2015年度 ネンド						2016年度 ネンド														2018年度 ネンド								16予想
対15実績 ヨソウタイジッセキ		18中期
対16予想 チュウキタイヨソウ

												通期実績 ツウキジッセキ		上期予算 カミキヨサン		下期予算 シモキ		通期予算 ツウキヨサン		上期補正 カミキホセイ		下期補正 シモキホセイ		通期補正 ツウキホセイ		上期公表 カミキコウヒョウ		下期公表 シモキコウヒョウ		通期公表
（ラウンド後） ツウキコウヒョウゴ		中期
（ラウンド後） チュウキゴ		部門提出 ブモンテイシュツ		補正 ホセイ				通期 ツウキ		通期 ツウキ

												A						B						C						D=B+C		E=a+b		a		b				D-A		E-D

								100AS		FEC-電力		(891)		(558)		(441)		(999)		(50)		(290)		(339)		(607)		(730)		(1,338)				758						(446)		1,338

								64900		蘇州電力光		726		331		331		662		(43)		(43)		(85)		288		288		577				379						(149)		(577)

								65900		瀋陽古河		(741)		(197)		79		(119)		25		(10)		15		(172)		69		(103)				312						637		103

								電力				(906)		(424)		(31)		(455)		(67)		(342)		(409)		(491)		(374)		(864)		0		1,449		0				42		864

								100BA		FEC-産業電線・機器		(230)		(184)		(184)		(369)		0		0		0		(184)		(184)		(369)				(328)						(139)		369

								24000		古河電工パワーシステムズ		924		289		562		851		26		26		51		314		588		902				1,093						(22)		(902)

								17000		エレコム										0		0		0		0		0		0										0		0

								19000		KANZACC (旧 協和電線）		44		8		23		30		0		0		0		8		23		30				68						(14)		(30)

								60400		古河電工産業電線		128		95		139		234		0		0		0		95		139		234				646						106		(234)

								産業電線・機器				866		207		539		747		26		26		51		233		565		798		0		1,479		0				(69)		(798)

						自所管計 ジショカンケイ						(40)		(216)		508		291		(41)		(317)		(358)		(258)		191		(66)		0		2,928		0				(27)		66

								10000		古河電気工業（本部費配賦） ホンブヒハイフ		(432)		(307)		(293)		(599)								(307)		(293)		(599)				(528)						(167)		599

								14000		古河産業㈱		175		139		92		231		0		0		0		139		92		231				408						57		(231)

								17000		エレコム		12		18		53		71		0		0		0		18		53		71				81						59		(71)

								23000		理研電線		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0						0		0

								53000		ＦＥＳ		3		7		6		13		(0)		(0)		(0)		7		6		13				26						10		(13)

								58D00		ＦＥＥＬ		(11)		(5)		0		(5)		(0)		0		(0)		(6)		0		(5)				(130)						5		5

								62B00		古河電工上海		(21)		(7)		(7)		(13)		(0)		(0)		(0)		(7)		(7)		(13)				(13)						8		13

								53300		古河電工香港		(0)		0		0		0		(0)		(0)		(0)		0		0		0				1						1		(0)

						配賦・複数セグメント計 ハイフフクスウケイ						(275)		(154)		(148)		(302)		(0)		(0)		(0)		(154)		(148)		(302)		0		(155)		0				(27)		302

				制度連結単純合計 セイドレンケツタンジュンゴウケイ								(315)		(370)		360		(10)		(41)		(317)		(358)		(412)		43		(369)		0		2,773		0				(54)		369

				セグメント内消去計								49		6		7		13								6		7		13										(37)		(13)

				制度連結セグメント計 セイドレンケツケイ				エネルギーインフラ				(266)		(364)		366		2		(41)		(317)		(358)		(405)		50		(356)		0		2,773		0				(90)		356

								単位：億円（億円未満　四捨五入） タンイオクエンオクエンミマンシシャゴニュウ				-3						0						-6						-6		6		28		-22				(3)		12





売上高・営業利益

		

				単位：億円（億円未満　四捨五入） タンイオクエンオクエンミマンシシャゴニュウ

						2015年度 ネンド		2016年度
予想 ネンドヨソウ				2018年度
目標 ネンドモクヒョウ

				売上高 ウリアゲダカ		941		1,050				1,100

				営業利益 エイギョウリエキ		△ 3		△ 6				6

				営業利益率 エイギョウリエキリツ		-0.3%		-0.6%				0.5%

										(単位：億円) タンイオクエン

						15年度 ネンド		16年度 ネンド

										前年比 ゼンネンヒ

				売上高 ウリアゲダカ		941		1,050		112%

				営業利益 エイギョウリエキ		△ 3		△ 6		200%

				営業利益率 エイギョウリエキリツ		-0.3%		-0.6%		-0.3%





売上高・営業利益

		





ＷＦ(15-16)

		



億円



ＷＦ(15-16) (2)

														negative								positive

		要素 ヨウソ		増減 ゾウゲン		起点 キテン		終点 シュウテン		padding blue		padding red		nega		nega-0		0-posi		posi		nega		nega-0		0-posi		posi

						0		0

		FY15		△ 3		0		△ 3		0		0		0		△ 3		0		0		0		0		0		0

		為替等 カワセナド		△ 2		△ 3		△ 5		0		△ 3		△ 2		0		0		0		0		0		0		0

		再編に伴う
費用 サイヘントモナヒヨウ		△ 3		△ 5		△ 8		0		△ 5		△ 3		0		0		0		0		0		0		0

		高付加価値品
へのシフト コウフカカチヒン		＋ 1		△ 8		△ 7		△ 7		0		0		0		0		0		△ 1		0		0		0

		売上増 ウリアゲゾウ		＋ 1		△ 7		△ 6		△ 6		0		0		0		0		0		△ 1		0		0		0

		コスト削減 サクゲン				△ 6		△ 6		△ 6		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		FY16		△ 6		0		△ 6		0		0		0		△ 6		0		0		0		0		0		0

						△ 6		△ 6		△ 6		0		0		0		0		0		0		0		0		0

						△ 6		△ 6		△ 6		0		0		0		0		0		0		0		0		0

						△ 6		△ 6		△ 6		0		0		0		0		0		0		0		0		0

						△ 6		△ 6		△ 6		0		0		0		0		0		0		0		0		0

				0		△ 6		△ 6		△ 6		0		0		0		0		0		0		0		0		0



億円

うち、為替（IR広報部資料より）△1



ＷＦ(15-16) (2)

		



億円



ＷＦ(15-18)

														negative								positive

		要素 ヨウソ		増減 ゾウゲン		起点 キテン		終点 シュウテン		padding blue		padding red		nega		nega-0		0-posi		posi		nega		nega-0		0-posi		posi

						0		0

		FY15		△ 3		0		△ 3		0		0		0		△ 3		0		0		0		0		0		0

		為替等 カワセナド		△ 2		△ 3		△ 5		0		△ 3		△ 2		0		0		0		0		0		0		0

		再編に伴う
費用 サイヘントモナヒヨウ		△ 3		△ 5		△ 8		0		△ 5		△ 3		0		0		0		0		0		0		0

		高付加価値品
へのシフト コウフカカチヒン		＋ 1		△ 8		△ 7		△ 7		0		0		0		0		0		△ 1		0		0		0

		売上増 ウリアゲゾウ		＋ 1		△ 7		△ 6		△ 6		0		0		0		0		0		△ 1		0		0		0

		FY16		△ 6		0		△ 6		0		0		0		△ 6		0		0		0		0		0		0

						△ 6		△ 6		△ 6		0		0		0		0		0		0		0		0		0

						△ 6		△ 6		△ 6		0		0		0		0		0		0		0		0		0

						△ 6		△ 6		△ 6		0		0		0		0		0		0		0		0		0

						△ 6		△ 6		△ 6		0		0		0		0		0		0		0		0		0

						△ 6		△ 6		△ 6		0		0		0		0		0		0		0		0		0

				0		△ 6		△ 6		△ 6		0		0		0		0		0		0		0		0		0



うち、為替（IR広報部資料より）△1



ＷＦ(15-18)

		



億円



														negative								positive

		要素 ヨウソ		増減 ゾウゲン		起点 キテン		終点 シュウテン		padding blue		padding red		nega		nega-0		0-posi		posi		nega		nega-0		0-posi		posi

						0		0

		FY15		△ 3		0		△ 3		0		0		0		△ 3		0		0		0		0		0		0

		為替等 カワセナド		△ 2		△ 3		△ 5		0		△ 3		△ 2		0		0		0		0		0		0		0

		再編に伴う
費用 サイヘントモナヒヨウ		△ 8		△ 5		△ 13		0		△ 5		△ 8		0		0		0		0		0		0		0

		高付加価値品
へのシフト コウフカカチヒン		＋ 11		△ 13		△ 2		△ 2		0		0		0		0		0		△ 11		0		0		0

		売上増 ウリアゲゾウ		＋ 4		△ 2		＋ 2		0		0		0		0		0		0		0		△ 2		＋ 2		0

		コスト削減 サクゲン		＋ 4		＋ 2		＋ 6		＋ 2		0		0		0		0		0		0		0		0		＋ 4

		FY18		＋ 6		0		＋ 6		0		0		0		0		0		0		0		0		0		＋ 6

						＋ 6		＋ 6		＋ 6		0		0		0		0		0		0		0		0		0

						＋ 6		＋ 6		＋ 6		0		0		0		0		0		0		0		0		0

						＋ 6		＋ 6		＋ 6		0		0		0		0		0		0		0		0		0

						＋ 6		＋ 6		＋ 6		0		0		0		0		0		0		0		0		0

				0		＋ 6		＋ 6		＋ 6		0		0		0		0		0		0		0		0		0



高付加価値へのシフト
<電力>220kV以上地中線、海底線（直流）
<産電>電線：ﾈｯﾄﾜｰｸｼﾗﾝ、部品：高機能品

・売上増（国内需要増：宇久島、海外：ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙNDC-193 400kV(既受注)）

・Ｖ統合による固定費減

うち、為替（IR広報部資料より）△1



		



億円





ソリューションの提案
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お客様に価値を認めて頂ける 「製品・サービス・ソリューション」 を提供

電力事業

 洋上風力向海底ケーブル
 直流ＣＶケーブル
 エンジニアリング事業

洋上風力向け海底ケーブル

海外市場および
国内新エネルギー対応



ソリューション提案の例

洋上風力向け海底ケーブル

海底線

多端子直流送電システムのイメージ（出展：NEDO）

直流ＣＶケ－ブル

EM-LMFCは盤内配線のみならず各種電
気機器用に幅広く使用されています。耐
熱性に優れているためIVやKIVよりも許容
電流が大きく、1サイズダウンが可能です。
コストダウン、盤の軽量化、コンパクト化に
貢献できます。

（使用場所/需要）
・大陸間、国際連系、洋上風力、
太陽光発電などでの長距離送電
・欧州海底ケーブルの需要大
・日本でも新エネルギー事業での
市場拡大が見込まれる

（長所）
・交流送電に比べ損失が少ない
・大容量＆長距離送電が可能
・油を使用する従来品のOFケー
ブルに比べ環境にやさしい

エンジニアリング事業

（当社の長所）
・日本、世界で多数の実績
・実施計画から最適な電線路設計
を行い、自社管理による建設工事
・洋上風車～陸上連系点への海底
送電システムの設計、施工が可能
・台湾、シンガポール、インドに工事
拠点を有する

・豊富な経験、実績により、設計段
階からの提案が可能
・中東・東南アジア等における需要
伸長に対応が可能

（使用場所/需要）
・洋上風力発電設備～洋上変電
所～陸上変電所間
・日本をはじめ世界で需要増加

（特徴）
・高い開発力、製造力、工事能力
（布設、接続）、ノウハウが必要

（当社の状況）
・世界初の浮遊式海中ケーブルで
浮体式の風力発電設備と変電所
間の連結に成功 （福島復興浮体
式洋上ウインドファーム実証試験）

多端子直流送電システムのイメージ（出展：NEDO）

12All Rights Reserved, Copyright© FURUKAWA ELECTRIC CO., LTD. 2016



高付加価値品へのシフト
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お客様に価値を認めて頂ける 「製品・サービス・ソリューション」 を提供

産業電線・機器事業

 ビル用アルミハーネス
 ＬＭＦＣ
 高機能送配電部品

EM-LMFC

施工の省力化

コストダウン



All Rights Reserved, Copyright© FURUKAWA ELECTRIC CO., LTD. 2016

高付加価値品の例

ビル用アルミハ－ネスケ－ブル

海底線

EM-LMFC（電気機器用ケ－ブル）

EM-LMFCは盤内配線のみならず各種電
気機器用に幅広く使用されています。耐
熱性に優れているためIVやKIVよりも許容
電流が大きく、1サイズダウンが可能です。
コストダウン、盤の軽量化、コンパクト化に
貢献できます。

（使用場所）
・各種受配電盤の内部配線
・発電機内部配線
・移動体基地局配線など

（特徴）
・IVよりも許容電流が大きく、
1サイズダウンが可能

・可とう性に優れる。（IVの倍）

・盤の軽量化、コンパクト化
・コストダウン

高機能送電部品

（製品）
・ルーズスペーサ
・楔型クランプ
・クリスマスツリーダンパなど

（使用場所）
・送電線
・送変電鉄塔、電柱

（特徴）
・他社に比べ軽量
・施工性に優れる

（使用場所）
・ビル内主要電源の配線

（特徴）
・工場で幹線ケーブルに分岐
ケーブルをモールド加工
・銅ケーブルに比べ、軽量
・アルミは銅より価格が安定

・施工性に優れる
・コストダウン

14



売上の増加
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エネルギーインフラ統括部門

【国内市場】

顧客提案力・エンジニアリング力の強化により、
電力会社の維持更新投資回復・新電力の新
設投資拡大による需要の増加に対応。

【海外市場】

エンジニアリング力の強みを活かしたソリュー
ションの提案により、中東・東南アジア等にお
ける需要伸長に対応。
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電力事業のロードマップ

2015 2016 2017 2018 2019 2020
2021
-2025

2026
-2030

国内地中線

海外地中線

基盤確立

国内海底線

海外海底線


ﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ

						2015		2016		2017		2018		2019		2020		2021
-2025		2026
-2030

				基盤確立 キバン カクリツ



				国内海底線 コクナイ カイテイ セン



				国内地中線 コクナイ チチュウ セン

				海外海底線 カイガイ カイテイ チュウセン





				海外地中線 カイガイ チチュウ セン



ﾋﾞｽｷｬｽ再編
・新体制構築

新エネ海底線受注活動強化

新エネ海底線納入

東南アジア海底線受注活動強化

東南アジア海底線納入

電力会社設備新設・経年設備更新需要の捕捉

中東・東南アジア地区実績積み上げ

欧州直流海底線受注活動強化
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•電力自由化の進展にともなう発電事業者の多様化に対し、
営業部門・技術部門の一体運営によるお客さまのニーズに
あった物品・サービスを提供

顧客提案力強化

•国内工事、海外工事の一体運営による陸上・海洋工事の
対応能力の一層の充実

エンジニアリング力強化

•古河電工の資材調達力、モノづくり力を総合的に発揮

•人材交流、製造分担による瀋陽古河とのシナジー強化

製造力強化

All Rights Reserved, Copyright© FURUKAWA ELECTRIC CO., LTD. 2016

電力事業再編 施策と期待効果
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製造力強化

エンジニアリング力強化

顧客提案力強化

国内工事、海外工事の一体運営

技術力・資材調達力・ものづくり力

瀋陽古河

経営資源の融合で
エネルギーインフラ事業の発展を実現

市原ケーブル工場

古河電工パワーシステムズ

古河電工産業電線

平塚機器工場

発電事業者の多様化への対応

All Rights Reserved, Copyright© FURUKAWA ELECTRIC CO., LTD. 2016

一体運営でシナジーを追及（新体制発足後）

ＦＥＥＳ 大河工程国内工事 ＦＥＥＩ
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